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あ べ かずひこ

阿部　一彦

　
9
月
25
日
、「
令
和
元
年
台
風
第

19
号
等
を
踏
ま
え
た
高
齢
者
等
の

避
難
に
関
す
る
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ（
以
下
、「
Ｓ
Ｗ
Ｇ
」と
い
う
）」

の
第
５
回
目
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、

日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
J
D
F
）代
表

の
立
場
で
阿
部
一
彦
日
身
連
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｓ
Ｗ
Ｇ
は
、
令
和
元
年
の
台

風
第
19
号
等
の
過
去
の
災
害
を
教
訓

と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
避
難

に
か
か
る
制
度
的
な
検
討
が
必
要
な

取
組
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
か

ら
令
和
２
年
度
以
降
も
検
討
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、
鍵
屋 

一 

跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
学
部
教
授
を
座
長
と
し
、
防
災

分
野
の
学
識
経
験
者
、
被
災
地
の
首

長
、
医
師
等
が
参
画
し
て
議
論
が
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
避
難
行
動
要
支
援

内
閣
府
高
齢
者
等
に
関
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｇ
が
開
催

台
風
時
等
の
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
阿
部
会
長
が
議
論
に
参
加

サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

者
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
者
の
範
囲
、
個
別
計

画
の
制
度
的
位
置
付
け
、
福
祉
避
難
所
の
制

度
的
位
置
付
け
と
一
般
避
難
所
と
の
整
理
、

地
区
防
災
計
画
の
素
案
作
成
へ
の
支
援
な
ど

の
論
点
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

町
村
長
の
参
画
を
得
て
、
別
府
市
、
兵
庫
県

（
丹
波
篠
山
市
）、
札
幌
市
、
熊
本
市
の
取
組

事
例
、
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
等
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
踏
ま
え
、
議
論
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
の
第
５
回
目
の
会
合
で
は
、内

閣
府
よ
り「
中
間
と
り
ま
と
め
案
」が
示
さ
れ
、

こ
れ
に
つ
い
て
、
各
委
員
が
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。
阿
部
会
長
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　
災
害
時
に
お
い
て
は
安
全
面
を
確
保
す

る
上
で
も
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
、
福
祉

領
域
の
相
談
機
関
が
関
わ
り
個
別
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
重
要
。ま
た
、重
度
障
害

者
の
方
を
考
慮
し
た
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
義
務
化
も
必
要
と
考
え
る
。
現
行
の
福

祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
機
能
が
果
た
す
明

確
な
定
義
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
Ｓ
Ｗ
Ｇ
は
運
用
等
に
関
す
る
残
る
論
点
に
つ
き
、
引
き
続
き
議
論
を
行

い
、
令
和
２
年
内
を
目
途
に
最
終
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
の
会
議
の
資
料
は
、
内
閣
府
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://www.bousai.go.jp/fusuigai/koreisubtyphoonworking/index.htm
l

道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
め
ざ
し
て

　

平
成
18
（
2
0
0
6
）年
の
「
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る

法
律
」（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
に
よ
り
、
道
路

空
間
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。
国
土
交
通
省
の
省
令
「
道
路
移
動

等
円
滑
化
基
準
」
も
社
会
情
勢
の
変
化
や
技

術
向
上
等
に
合
わ
せ
、
改
正
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
①

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
道
路
移
動
等
円

滑
化
基
準
の
策
定　

②
歩
行
者
利
便
増
進
道

路
の
構
造
基
準
の
策
定　

③
旅
客
特
定
車
両

停
留
施
設
の
役
務
の
提
供
の
方
法
に
関
す
る

基
準
の
策
定　

④
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
に
、
第
１
回
目
の「
道
路
空
間
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
日
身
連
か
ら
は
荻
津
和
良
理

事
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

会
長
）
が
議
論
に
参
加
し
ま
し
た
。
荻
津
理

事
か
ら
は
、
日
身
連
が
要
望
し
て
い
る
駅
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

「
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け
は
行
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
改
善
が
進
ん
で
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
障
害
者
等
が
危
険
と
感
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
一
度
、
障
害
者
の

声
を
十
分
に
聴
き
、
検
討
い
た
だ
き
た
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

か
ず
よ
し

つ

お
ぎ

は
じ
め

や

か
ぎ


